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3 — いつでも 出来る ズイ クル （唱 念) 


參 この 章では、 どんな 折に でも 唱える ことの 出来る、 タス ビース やタ ハリー タノ、 
ミー/^ や タク ど ー ノメや イス テイ グ ファ ー 妒 などの イス ラームの 教えに 則った ズ イク 
ルを 集めました。 

參 アブー. フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言者 （彼に アツ ラー か 
らの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「舌には 軽い が、 （審判の 日の 善行の） 秤には 重 
く、 最も 慈悲 深い お 方 （アツ ラーの こと） が 愛でられる 2 つの 言葉 （とは これで あ 
る） ：“ 偉大なる アツ ラーの 崇高 さよ。 讃美と 共に、 アツ ラーの 崇高 さを 称えます。”」 
(アル =ブ ハーリーと ムス リ ムの 伝承 1 2 3 4 5 6 ) 

參 サム ラ. ブン. ジュン ドウ ブ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アツ ラ 
一の 使徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました：“ アツ ラーが 最も 愛 
でられる 言葉は 4 つで ある： 「スフ ン 、ー ナツ ラー」 と 「アル =ハス ド . タツ ラー」 と 
「ラー. イ "ラー ノヽ .イ" ツラツ ラー」 と 「アツ ラー フ. アクノ 、'ン レ！ 7 その内の どれから 始 
めても 害は ない。”」 （ムス リムの 伝承 8 ) 

參 アブー. フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アツ ラーの 使徒 

(彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました：“ 「スフ、 ン ヽーナ クラ ー」 「アル 
= ハムド. リツ ラー \ 「ラー. ィ^ラー ノヽ .ィ" ツラツ ラー」 「アツ ラー フ •ア クノ 、'ン レ」 と 
唱える ことは、 陽の 目を 見る 全ての 物よりも 私に とって 愛すべき もの だ。” J (ムス リ 
ムの 伝承 9 ) 


參 アブー. マー リク. アル = アシュアリー （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） は 言い まし 
た： 「アッ ラーの 使徒 （彼に アッ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました：“ 清浄 さ 


1 訳者 注： アツ ラーの 完全無欠 性、 全ての 物事から 超越す る 崇高 さを 讃 える こと。 「スブ ハー ナツ ラー」 
という 言葉に よる 唱 念に 代表され ます。 

2 訳者 注： アツ ラー こそが 唯一の 主で あり、 真に 崇拝すべき 対象で ある ことを 唱念 する ための 言葉。 「ラ 
一 •イラ ー ハ ■イ ツラツ ラー」 という 言葉に 代表され ます。 

3 訳者 注： アツ ラーに こそ 全ての 賛美が あると 唱念 する こと。 「アル = ハムド •リツ ラー」 という 言葉に 
代表され ます。 

4 訳者 注： アツ ラー こそが 最も 偉大で あり、 それ 以外の ものは 全て 些少な 存在で ある ことを 唱 念す るた 
めの 言葉。 「アツ ラー フ ■アク バル」 という 言葉に 代表され ます。 

5 訳者 注： 罪の 赦 しを 乞う こと。 

6 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （6406)、 サ ヒー フ .ムス リム （2694)。 文章は アル = ブ ハーリーの もの。 

7 訳者 注： 各々 の 言葉の 意味に 関しては、 上記の 訳者 注 参照の こと。 

8 サ ヒー フ •ムス リム （2137)。 

9 サ ヒー フ •ムス リム （2695)。 
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は Y — マーン 10 の 半分で ある 11。 そして 「アル = ハス 〆. クツ ラー」 は （審判の 日の 善 
行の） 秤を 満たし、 「スフ、 ン 、ー ナツ ラー」 と \ アル = ハムド. リツ ラー \ は 天地を 充 
溢させる 12 。 そして サヲ ー （礼拝） は 光で あり、 サダ カ (施し） は 明 証で ある。 また 
忍耐は 輝きで あり、 ク ルアー ンは （審判の 日） あなたに とっての 証人、 あるいは あな 
たに 対しての 証人に もな り 得る。 全ての 者は 行いに 勤し み、 自らの 魂を （アツ ラー 
と） 取引す る。 それで ある 者は （アツ ラーへの 服従 行為に よって） 自らの 魂を （地獄 
の 懲罰から） 救い、 また ある 者は （シャイ ターン や 私欲に 従って） 自らの 魂を 滅ぼす 
の だ e ”」 （ムス リムの 伝承 1 3 ) 

參 アブー •ザツ ル （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 アツ ラーの 使徒 （彼に アツ 
ラーからの 祝福と 平安 あれ） は （ある 時） 「最上の 言葉は 何です か？」 と 訊かれて、 

こう 言いました： 「アツ ラーが その 天使、 あるいは しもべに 対して 選りす ぐられ たも 
の-讃美 と共に、 アツ ラーの 崇高 さを 称えます-である。」 （ムス リムの 伝承 1り 

• サアド. ブン. アビー. ワ ツ カース （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言い ま した： 
「私たちが アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） の もとにい る 時、 
彼は 言いました： “ 毎日 100 0 の 普 行を 稼げない ことがあろ うか？” すると そこにいた 
ある 者が、 こ う 訊ねました： “ どうやって 1000 もの 善行を 稼ぐ のです か？” （アツ ラ 
一の 使徒は） 言いました： “ タス ビーフ! 5 を 100 回 言えば、 1000 の 善行が 得られよう。 
あるいは 1000 の 罪が 洗い流されよ う。”」 （ムス リ ムの 伝承 16 ) 

また 別の 伝承には こ う あり ます： 「1000 の 善行が 得られ、 彼から 1000 の 罪が 消さ 
れ よう。」 （アフ マドと アツ = ティル ミズ ィ ーの 伝承 17 ) 

• ジャー ビル （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝 
福と 平安 あれ） は 言いました： 「“ 偉大なる アツ ラーの 崇高 さよ、 あなたを 讃美し ま 
す” と 1 回 言う 者は、 天国に 彼のた めの ナツメ ヤシの 木を 1 本 植えられる であろう。」 
(ア ッ= テイル ミズ イーの 伝承 18 ) 


10 訳者 注： 「タウ ヒー ドと イー マーン」 の 章 「イー マーンと イー マーンの 諸 特質」 の 項 参照, : ， 

11 訳者 注： イブ ン •ハジ ャ ルは ここでい う 「イー マーン」 は、 サラ ー （礼拝） のこと であると いう 説を 
支持して います （イブ ン .ハジ ャ ル著サ ヒー フ .アル =ブ ハーリー 解釈 「ファト ウフ .アル = バーリー」 
参照)。 

12 訳者 注： その 徳の 価値が、 それほど 偉大で あると いう ことを 示して いると いわれます （イブ ン •ハジ 
ャ ル著サ ヒー フ. アル =ブ ハーリー 解釈 「ファ トウ フ. アル = パーリー」 参照）。 

13 サ ヒー フ .ムス リム （223)。 

14 サ ヒー フ .ムス リム （2731), 

15 訳者 注 ：アツ ラ ーの 完全無欠 性、 全て の 物事から 超越す る 崇高 さを 讃 える こと。 「ス ブ ハー ナツラ 
一」 という 貧 葉に よる 唱 念に 代表され ます 6 
16 サ ヒー フ .ムス リム （2698)。 

17 真正な 伝承。 ムス ナ ド. アフ マド （1496)、 ス ナン. アツ = テイル ミズ イー （3463)、 サ ヒー フ .スナ 
ン •アツ = テイル ミズ イー （2756) 文章は アツ = テイル ミズ イーの もの 碑 

18 真正な 伝承。 ス ナン •アツ = テイル ミズ イー （3465)、 サ ヒー フ .ス ナン. アツ = テイル ミズ イー 
(2757)。 アツ = スイ ル スイ ラト. アツ =サ ヒー ハ （64) 参照。 
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• ジュ ワイリー ヤ （彼女に アッ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言者 （彼に アッ ラー か 
らの 祝福と 平安 あれ） は （と ある） 朝方 ファ ジュル （夜明け 前の 礼拝） のために 彼女 
の 部屋を 後に しました が、 その 時 彼女は 礼拝の 場に ありま した。 そして 日 も すっかり 
昇った 頃に 彼が 戻って 来る と、 彼女は まだ （同じ 場所に） 座った ままでした。 彼は 言 
いました： 「“ 私が 出て 行った 時と 同じ 状態の まま だな。” 彼女は 言いました： “ はい。” 

(預言者は） 言い ま した： “ 私は あなたの もと を 立ち去った 後に、 も し 今日 あなたが 唱 
え 続けて いた ものと それを 秤に かければ 同等で ある ところの、 4 つの 言葉を 3 回 言っ 
たの だ： 「創造物の 数 だけ、 （アッ ラー） 御自身の 御 満悦を 得る まで、 玉座の 装飾の 重 
さ だけ、 そして その 御言 葉の 数 だけ 巧、 私は アッ ラーの 崇高 さを 讃美し、 かれを 賞賛し 
ます。」”」 （ムス リムの 伝承 2 〇) 

參 アブー. アイ ユー ブ .アル = アンサー リー （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 
アッ ラーの 使徒 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「“ いかなる 共 
同 者 もない、 唯一の アッ ラーの 他に 真に 崇拝すべき ものは なし。 そして かれに こそ 主 
権と 全ての 賛美は 属し、 かれ こそは 全能の お 方で ある” と 10 回 言った 者は、 4 人の イ 
スマ ー イー ルの 子ら 2 1 を 解放した よ うな もの だ。」 （ムス リ ムの 伝承 22 ) 

• サアド. ブン. アビー. ワッカ ース （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） は 言い ま した： 「あ 
る ベドウィンの 男が、 アッ ラーの 使徒 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の もと 
を 訪れて こう 言いました： “ 私が 唱えるべき 言葉を 教えて 下さい。” （預言者は） 言い ま 
した： “ 「かれに 並ぶ 者 無き 唯一の お 方アッ ラー 以外に 真に 崇拝すべき ものは 無い。 ア 
ッ ラーは 本当に 偉大で ある。 アッ ラーに 限りない 感謝を します。 いかなる 欠陥 や不完 
全 性から も 無縁の 万有の 主ア ッ ラーの 崇高 さよ。 そ して 偉大 かつ 公正な アッ ラーの 他 
に 諸事を 司り 事象を 変転させる、 いかなる 威力 もな し。」 と言うの だ。” すると 男は 言 
いました： “ それは 私の 主の ための ものです が、 私自身の ためには どう 唱えるべき でし 
ょう？” （預言者は） 言いました：“ 「アッ ラーよ、 私を お赦 しにな り、 私に ご 慈悲を か 
け、 私を 正しく 導き、 私に 糧を お恵み 下さい。 J と 唱える の だ。”」 （ムス リムの 伝承 23 ) 

• アナス （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 アッ ラーの 使徒 （彼に アッ ラーから 
の 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「“ 私は あなたと、 あなたの 天使たち と、 あなたの 
玉座を 運ぶ 天使たち と、 天地に ある 全ての 存在の 証言を もって、 こう 証言し ます：“ あ 
なた こそ はアッ ラー、 あなたの 他に 真に 崇拝すべき レ 、かな る もの も ない お 方。 あなた 
は 唯一で あり、 あなたには いかなる 共有者 もありません。 そして ムハンマドは あなた 
の しもべで あり、 使徒です” と 1 回 唱えた 者は、 アッ ラーに よって 地獄の 業火から 3 
分の 1 救われた に 等しい。 そして それを 2 回 唱えた 者は、 アッ ラーに よって 地獄の 業 


19 訳者 注： つまり これらに 共通す る ものは、 その 数 や 量の 限りな さです。 
20 サ ヒー フ .ムス リム （2726 ) A 

21 訳者 注： イ スマ ー イー ルの 子孫で ある アラブの 4 人の 奴隸 のこと, : ， 

22 サ ヒー フ .ムス リム （2693)* 

23 サ ヒー フ .ムス リム ¢696 ん 
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火から 3 分の 2 救われた に 等しい。 そして それを 3 回 唱えた 者は、 アッ ラーに よって 
地獄の 業火から 完全に 救われた に 等しい。」 （アル = ハー キムの 伝承 24 ) 


• アブー •ザッ ル （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言者 （彼に アッ ラーから 
の 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「毎朝 あなた 方の 身体の 各 関節には、 サダ カ (あら 
ゆる 形での 慈善 行為） が 課せられる。 全ての タス ど ー フ^は 1 つの ダ •ダカで あり、 全 
ての タノ ヽ ミー A 26 は 1 つの サタ' 力で あり、 全ての タ ハ}] ー ル 27 は 1 つの サタ' >で あり、 
全ての タク ど'' 一^ 8 も 1 つの サタ'' 力で ある。 また 善行を 勧める こ とも 1 つの サダ カで 
あれば、 悪行を 禁じる こと も 1 つの ダ •ダ： 方で ある。 そして/'、 > ハー （午前） に 礼拝す 
る 2 ラク ア は、 それら 全てに 相当す るの だ。」 （ムス リ ムの 伝承 29 ) 

• アブ 1 ナイ ー ド. アル = フ ドウ リー （彼に ア ッ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 アッ 

ラーの 使徒 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「“ 私は アッ ラーが 
主で ある ことに、 そして イス ラームが 宗教で ある ことに、 そして ムハンマドが 使徒で 
ある ことに 満足し ました” と 言った 者には、 天国が 義務付けられる であろう。」 （ムス 
リムと アブー .ダー ウー ドの 伝承 3〇) 

• アブー •ムーサー （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言者 （彼に アッ ラー か 
らの 祝福と 平安 あれ） は 彼に こう 言いました： 「“ アブ ドッ ラー. ブン • カ イスよ、 天 
国の 財宝の 1 つ （の ありか） を 教えて やろう か？” 私は 言いました：“ ぜひとも、 ア 
ッ ラーの 使徒よ。” （預言者は） 言いました： “アッ ラーの 他に 諸事を 司り 事象を 変転 さ 
せる、 いかなる 威力 もな し。” と 唱える の だ。」 （アル =ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 
31) 


• アブー. フライ ラ （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「私は、 アッ ラーの 使 
徒 （彼に アッ ラーからの 平安と 祝福 あれ） がこう 言う のを 聞きました：“ アッ ラーに か 
けて。 私は 毎日 70 回 以上 アッ ラーに 罪の 赦 しを 乞い、 かれに 悔悟す る。”」 （アル =ブ 
ハー リ ーの 伝承 32) 


24 伝承 経路は 良好。 ム スタ ドウ ラク •アル = ハー キム （1920)。 アル = アル ナウ ート は、 伝承 経路は 真 
正で あると 言' つてい まず。 ザ ー ド. アル = マアー ド （2/373) 参照。 

25 訳者 注： アツ ラーの 完全無欠 性、 ，全ての 物事から 超越す る 崇高 さを 讃 える こと。 「スブ ハー ナツラ 
一」 という 言葉に よる 唱 念に 代表され ます 6 

26 訳者 注： アツ ラーに こそ 全ての 寶 美が あると 唱念 する こと。 「アル = ハムド リツ ラー」 という 言葉に 
代表 さ れ ます。 

27 訳者 注： ア ツ ラー こそが 唯一の 主で あり、 真に 崇拝すべき 対象で ある こと を唱 念す るた めの 言葉。 

「ラー .イラ ー ハ. イ ツラツ ラー」 という 言葉に 代表され ます。 

28 訳者 注： ア ツ ラー こそが 最も 偉* であり、 それ 以外の もの 《； 全て 些少な 存在で ある こと を m 念す るた 
めの 言葉，:， 「アツ ラー フ •ア クバ ル」 という 貧 葉に 代表され ます。 

29 サ ヒー フ .ムス リム （720)。 

30 サ ヒー フ .ムス リム （1884)、 ス ナン. アブー. ダー ウー ド （1529)、 サ ヒー フ .ス ナン. アブー. ダ 
ー ウー ド （1353).。 文章は アブー •ダー ウー ドの もの 0 

31 サ ヒー フ .アル =ブ ハーリー （6384)、 サ ヒー フ •ムス リム （2704)。 文章は ムス リムの もの。 

32 サ ヒー フ. アル =プ ハーリー （6307)。 
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• アル = アガツ ル. アル =ム ザ ニー （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 アツ ラー 
の 使徒 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「実に 私の 心は 怠慢に 襲 
われる 33 。 そして 私は 1 日 100 回アツ ラーに 赦 しを 求める の だ。」 （ムス リムの 伝承 34 ) 

• アブー. フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 アツ ラーの 使徒 （彼に ア 
ツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「私の ために 1 度 祝福を 祈る 者は、 アツ 
ラーに よって 10 の ご 慈悲を 与えられ よう。 35 」 （ムス リム の 伝承 36 ) 

• イブ ン .マス ウー ド （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 彼は 預言者 （彼に アツ 
ラーからの 祝福と 平安 あれ） がこう 言う のを 聞きました： 「“ かれの 他に 真に 崇拝す ベ 
きい かなる もの もない。 永巍 され 自存され る お 方に お赦 しを 乞い、 悔悟し ます” と 3 
回 言う 者は、 その 罪を 赦 される であろう。 例え 彼が 敵軍に 背を 向けて 逃亡した 者で あ 
つたと しても、 である。」 （アル = ハー キムの 伝承 37 ) 


33 訳者 注： 預言者 ムハンマド （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 非常に 多くの ズィ クル やイ バー 
ダ （諸々 の 崇拝 行為） などを 自らに 課し、 また そこに おいて 常日頃から 厳しく § 己 監視して いました。 
そこ で それら を 不注意な どから 怠つ てし まつ た 場合には、 それを 自ら の 基準に おいて 罪と 見なし ま した。 
34 サ ヒー フ .ムス リム （2702) 奋 

35 訳者 注： 原語では (アツ ラーが その 者に 対して 10 の サラ ーを する）」 です が、 上 
記の 訳は スフ ヤーン. ア .ツ = サウ リー 他の 解釈です。 他に も アル =ブ ハーリー がその サ ヒー フ 集で 引用し 
ている ように、 アブー. アル = アーリ ヤの 「アツ ラーが 天使の 1 団の もとで、 その 者を 褒め称える こと」 

な どと い 5 解釈 もあります （マジ ュ ディー. アフ マド 著 「ムス リム の 砦」 解釈 参照）。 

36 サ ヒー フ. ムス リム （408)。 

37 真正な 伝承。 ム スタ ドウ ラク. アル = ハー キム （2550)。 アツ = スイ ル スイ ラト •アツ =サ ヒー ハ 
(2727) 参照。 
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